To the Students 

学習者の皆様へ

はじめに

「Business Listening & Speaking」は、リスニングの理解力とスピーキング能力を高めるためにデザインされた中級者用コースブックです。本書には、交渉、ビジネスと観光事業、商品のプロモーションとマーケティング等、興味深いトピックを幅広く取り上げています。ビジネスにおける重要なアイデアや概念を紹介しているだけでなく、同時にあなた自身のビジネス経験を授業に生かすことができます。用意されているスピーキング・タスクの多くは、あなた自身のビジネスの知識を授業で応用することを助長します。

スピーキング

スピーキング能力を向上させるために「Business Listening & Speaking」では、ロールプレイ、シュミレーション、ディスカッション、インフォメーション・サーチ・アクティビティーのような様々なスピーキング・アクティビティーを用意しています。アクティビティーのいくつかはあなたのアイデアを発展させるのを大いに助長します。また残りのアクティビティーは、少ないサポートで独自のアイデアや経験を表現する自由を与えてくれる内容になっており、このバランスがあなたの話す能力を向上させるのに役立つのです。

リスニング

「Business Listening & Speaking」には２時間以上のリスニングが組み込まれています。あるリスニングは短く、細かい部分まで聞き取る能力を育てます。その他のリスニングは比較的長く、だいたいの内容、重要な部分だけといった全般的なリスニング能力を高めます。また長いリスニングは"リスニング・マッスル（リスニングする力）"を鍛えます。

世界の市場でビジネスをすることは、ネイティブ・スピーカーとノンネイティブ・スピーカーの両方と話すことを意味します。本書では様々なネイティブの発音やアクセントの他に、ノンネイティブの発音やアクセントも聞くことができます。こうして多種多様の英語を聞くことが、色々なタイプの話者による英語にあなたが慣れる助けとなるのです。

自宅でのリスニング

先生にCDをダビングしてもらうことをお勧めします。そのコピーを使って、自宅で授業内容を復習したり、リスニング練習をしてください。

授業外の英語

私どものウェブサイト＜www.abax.net/bls＞で、「Business Listening & Speaking」のトピックに関連するリンク集を御覧になれます。頻繁に更新されますので、繰り返し御利用ください。サイトをあなたの基盤にすると、授業で習ったり話し合ったトピックについてより深く知ることができるでしょう。

この「Business Listening & Speaking」を有意義に使っていただけますことを心より願っております。また何か御意見や御提案などがございましたら＜whats@abax.net＞にお寄せいただきますようお願いいたします。
To the Teachers

先生方へ

「Business Listening & Speaking」はビジネス英語中級者向けにスピーキングとリスニングの能力を鍛えるためのスキルに重点をおいた教本です。すでに仕事をされている学習者を対象に書かれていますが、英語が必要とされるビジネス環境への準備をされている準中級レベルの学習者にも適応していただけます。

構成

「Business Listening & Speaking」は、ビジネス学習者が本質的に興味を覚え、会話にのぼる頻度も高いトピックやテーマを取り上げた、15のユニットで構成されています。各ユニットは４〜６回の授業数を想定しています。生徒への付録として、各ユニットの練習問題の解答、リスニング・タスクのスクリプト、関連語と表現の語彙集を巻末に載せてあります。また必要に応じ、空白は学習者個人の語彙や訳を書き込めるようになっています。学習者が特に興味を持ったトピックをより深く掘り下げる機会を提供するために、各テーマに関係したウェブサイト情報も載せてあります。

タスクの種類

スピーキング・タスク

「Business Listening & Speaking」のスピーキング・アクティビティーは、学習者から職場での自分自身の経験を引き出し、同時に彼らが将来直面するであろう事柄について考えることを助長します。さらに、学習者が自身の仕事の状況の範囲で話したり、アイデアや意見を交換できるディスカッション・アクティビティー（open-ended tasks）の他に、ロールプレイやシュミレーション、結果が必要とされるビジネスの様々な状況に学習者をおくことのできる、到達ゴールのあるアクティビティー（goal-oriented tasks）があります。スピーキング・タスクはその直前、あるいはその直後のリスニング・タスクに直接関係しており、リスニングする動機を生み、ふくらませます。

リスニング・タスク
「Business Listening & Speaking」のリスニング・アクティビティーは、要点や特定の情報を聞き取る、或いは推測する等の様々なリスニング能力を向上させるようにデザインされています。各ユニットには、そのユニットの主題を形づくる主要リスニング・タスクが２つ組み込まれています。いくつかのリスニングは比較的長く、学習者がL２状況下での幅広い英語を聞くことに慣れるようになるために用意されています。その他の短いリスニングは、学習者のリスニングの集中力を高めます。リスニングで使用されている言葉は中級者のレベルに合わせていますが、実際に使われている英語をそのまま反映した、学習者にとっては挑戦とも言えるリスニング素材をもって、発話によって必然的に生じる英語の特徴が学習者に提供されるでしょう。また異なる英語の話しことばのスタイルは、今日ビジネスをされる方が現実に直面する様々な英語のタイプも反映しています。

リスニング・クリニック

「Business Listening & Speaking」の最大の特徴は、リスニング・クリニックが含まれていることです。各ユニットには２つの短く集中的なリスニング・タスクがあり、英語の話しことばでの音声学的ポイントが取り上げられています。英語の話しことばを理解することが学習者にとって難しいのは、コネクテッド・スピーチをの流れを判読できないことにあることが多いのです。それぞれのリスニング・クリニックでは、動詞句のウィーク・フォーム、消滅する子音、単語の最後で音が変わる等のコネクテッド・スピーチの一面に焦点をあてています。学習者が直面することの多いこのような問題点に焦点をあてると同時に、短く集中的に聞くリスニング課題に取り組むことで、学習者は授業外で話されていることばを敏感に感じ取れるようになれます。

先生方と学習者の皆様に、この「Business Listening & Speaking」がお役に立ちますことを心より願っております。また御意見もお待ちしております。

Listening Clinics

リスニング・クリニック：英語の話しことばを理解するために

英語を学ぶ学習者として、英語の話しことばが書きことばと大きく違うのにお気付きだろうと思います。これは、ことばが表記されている場合には、ある単語がどこで終わって次の単語がどこで始まるかが分かるように、単語と単語の間にスペースがあるためです。例えば、私達は「Would you like a sundwich?」というように書きますが、話す時には明確なスペースや休止はなく「wouldyoulikeasandwich?」と言うでしょう。もう少し難しく説明すれば、個々の単語の音はよく変化や消滅をし、最終的には「wujewlaikasanwich?」と言うことになるのです。

「Business Listening & Speaking」のリスニング・クリニックのセクションは、英語の話しことばの重要な特徴のいくつかに慣れるお手伝いをします。話す時にどのような音の変化が起こるのかを通常の練習と復習で学び、自然に話されている英語にとてもよく注意し理解できるようになるでしょう。イギリス英語とアメリカ英語の両方から成っているのも、このリスニング・クリニックの特徴です。

取り上げた主な重要な特徴：

1　音の消滅：自然な英語の話しことばでは、音がしばしば完全に消滅します。

例：「He's a postman.」の"t"の音が消えて、「He's a posman.」と聞こえます。

2　ことばの連結：子音から母音へ：単語が子音で終わり、次の単語が母音で始まるとき、その子音は"移動"して滑らかに話せるようにします。

例：「He's an architect.」は話すと「He' sa narchitect.」と聞こえます。

3　ことばの連結：母音から母音へ：２つの母音が隣合うと、その間に"補助音"がしばしば発生し、話すことの流れを滑らかにします。

良く使う３つの"補助音"：/y/, /w/, /r/

例： /y/：「She isn't here.」は「She-y-isn't here.」となります。

     /w/：「I'd like to order 500 units.」は「I'd like to-w-order ....」となります。

     /r/：「Argentina is a big market.」は「Argentina-r-is a big ...」となります。

4　音の変化：英語の話しことばでは、音がそのスペルとは変化する場合があります。

例：「He lives in Belgium.」の"n"が"m"の音に変化して、「He lives im Belgium.」と聞こえます。

5　ウィーク・フォーム：あいまい母音（"e"を逆さまにした発音記号）が英語では最も良く使われる音です。母音はしばしば弱く発音されます。「Canada」と言ってから「Japan」と言ってください。そして、それぞれの国の最初の"a"の音を比べてみてください。「Canada」の最初の"a"は強く、「Japan」の"a"は弱いことにお気付きになると思います。このことは、英語の話しことばでは大変重要なことで、本書でたっぷりと学んでいただきます。

これらは「Business Listening & Speaking」の特徴のほんの一部です。学習者の皆様のリスニング能力が、これらの練習によって向上することを祈っております。最後に、先生からCDのダビングをして、リスニング練習やリスニング・クリニックを御自宅、車や電車の中で復習することをお勧めいたします。
